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新潟県中越沖地震では、設計で想定した地震動を上回る地震動が観測された。このため、

原子力発電所の安全性について、原子炉施設の機器・設備、建屋等の設備の機能喪失限界

耐力を明確に定量化し、地震に対する具体的な安全性を説明することが広く国民から求め

られると共に、各サイトの地元自治体等からは、個別の原子力発電所における余裕の説明

も求められる状況にある。 

このような機能限界に対して、期待できる原子炉施設の健全性（余裕）を評価し、定量

化したものを「耐震裕度」と呼ぶことがあるが、原子力発電施設について「耐震裕度」を

定義し、具体的にその値を十分に示したものはない。 

 

（独）原子力安全基盤機構では、分布を持つ「機能喪失する限界耐力」と「現実的な地

震応答」の各中央値を比較することで、「耐震裕度（下図）」の平均像が把握でき、標準偏

差を考慮することで、ばらつきを含めた耐震裕度を定量的に評価できると考え、これまで

の試験台試験で得られた結果等に基づき「機能喪失する限界耐力」を評価するとともに、

「現実的な地震応答」についても検討を行っている。 

今回は、（独）原子力安全基盤機構及び（財）原子力発電技術機構で実施した振動台によ

る試験について、①大型振動台を用いた試験の経過、②主要な設備の試験概要と結果、③

様々な試験結果の評価、④試験結果から得られた課題、⑤「耐震裕度」に関する今後の検

討項目等について、その概要を説明するとともに今後の耐震計算科学に期待するものを述

べる。 
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